
(57)【要約】

【課題】ジャー炊飯器のフタを開けることなく御飯の残

量を精度良く、且つ直感的に確認出来る使い勝手の良い

ジャー炊飯器を提供する。

【解決手段】内釜２を備え、本体１前部または上部また

は側部に、操作部８や表示部９を搭載した操作表示パネ

ル７を備え、本体１内部に、前記内釜２を加熱する加熱

部１０と、前記内釜２の質量情報を検出する質量センサ

１１と、この質量センサ１１から出力される質量情報を

質量データに変換する質量測定手段１６と、この質量測

定手段１６の出力する質量データに基づいて前記内釜２

内部に有る御飯の残量を算出する残量算出手段２５と、

これらを制御する制御部１２とを備えたジャー炊飯器に

おいて、前記制御部１２は前記残量算出手段２５により

算出された御飯の残量を通常使用される所定の分量で区

分し、前記表示部９はこの区分した結果を絵記号等で表

示する残量表示２６を行う。

【選択図】　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
本 体 （ １ ） に 収 納 さ れ る 内 釜 （ ２ ） を 備 え 、 本 体 （ １ ） 前 部 ま た は 上 部 ま た は 側 部 に 、 炊
飯 開 始 な ど を 指 示 す る キ ー を 有 す る 操 作 部 （ ８ ） や 動 作 状 況 及 び 時 刻 計 時 な ど の 情 報 を 表
示 す る 表 示 部 （ ９ ） を 搭 載 し た 操 作 表 示 パ ネ ル （ ７ ） を 備 え 、 本 体 （ １ ） 内 部 に 、 前 記 内
釜 （ ２ ） を 加 熱 す る 加 熱 部 （ １ ０ ） と 、 前 記 内 釜 （ ２ ） の 質 量 情 報 を 検 出 す る 質 量 セ ン サ
（ １ １ ） と 、 こ の 質 量 セ ン サ （ １ １ ） か ら 出 力 さ れ る 質 量 情 報 を 質 量 デ ー タ に 変 換 す る 質
量 測 定 手 段 （ １ ６ ） と 、 こ の 質 量 測 定 手 段 （ １ ６ ） の 出 力 す る 質 量 デ ー タ に 基 づ い て 前 記
内 釜 （ ２ ） 内 部 に 有 る 御 飯 の 残 量 を 算 出 す る 残 量 算 出 手 段 （ ２ ５ ） と 、 こ れ ら を 制 御 す る
制 御 部 （ １ ２ ） と を 備 え た ジ ャ ー 炊 飯 器 に お い て 、
前 記 制 御 部 （ １ ２ ） は 前 記 残 量 算 出 手 段 （ ２ ５ ） に よ り 算 出 さ れ た 御 飯 の 残 量 を 通 常 使 用
さ れ る 所 定 の 分 量 で 区 分 し 、 前 記 表 示 部 （ ９ ） は こ の 区 分 し た 結 果 を 絵 記 号 等 で 表 示 す る
残 量 表 示 （ ２ ６ ） を 行 う こ と を 特 徴 と す る ジ ャ ー 炊 飯 器 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 表 示 部 （ ９ ） は 、 保 温 動 作 中 に 前 記 残 量 表 示 （ ２ ６ ） を 行 い 、 且 つ 炊 飯 ・ 保 温 動 作 を
行 っ て お ら ず 電 源 コ ン セ ン ト を 商 用 電 源 に 接 続 し て い る だ け の 状 態 に あ っ て も 、 操 作 部 （
８ ） 内 の 所 定 の キ ー を 操 作 す る こ と に よ り 前 記 残 量 表 示 （ ２ ６ ） を 行 う こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 記 載 の ジ ャ ー 炊 飯 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ジ ャ ー 炊 飯 器 の 使 い 勝 手 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の ジ ャ ー 炊 飯 器 で は 、 内 釜 内 部 に 有 る 御 飯 の 残 量 を 検 出 す る 発 明 と し て 、 特 許 文 献 １
や 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る 例 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 例 は 、 御 飯 の 量 を 重 量 セ ン サ で 測 定 し 、 得 ら れ た 御 飯 の 量 に
応 じ て 保 温 プ ロ グ ラ ム を 制 御 す る も の で 、 保 温 性 能 の 良 い ジ ャ ー 炊 飯 器 を 提 供 す る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る 例 は 、 携 帯 電 話 等 の 外 部 操 作 手 段 に よ り 操 作 し 得 る ジ ャ ー 炊
飯 器 で あ っ て 、 内 釜 内 部 に 御 飯 の 有 無 を 判 定 す る 残 御 飯 判 定 手 段 を 設 け 、 内 釜 内 部 に 御 飯
が 残 っ て い る 場 合 に は 、 前 記 外 部 操 作 手 段 に 対 し て 御 飯 の 残 量 を 「 残 飯 あ り 」 と 示 す 一 方
、 前 記 外 部 操 作 手 段 か ら 誤 っ て 炊 飯 指 令 が 出 さ れ て も 炊 飯 動 作 を 行 わ な い も の で 、 遠 隔 操
作 に 好 適 な 全 自 動 炊 飯 器 を 提 供 す る も の で あ る 。 ま た 、 こ の 例 で は 、 ジ ャ ー 炊 飯 器 本 体 に
米 を 貯 蔵 す る 貯 米 部 と 、 こ の 貯 米 部 の 米 の 残 量 を 判 定 す る 手 段 と を 設 け 、 ジ ャ ー 炊 飯 器 本
体 の 表 示 部 に 貯 米 部 の 米 の 残 量 を 「 あ と １ 合 」 の よ う に 表 示 す る 構 成 も 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ９ ６ ０ ５ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ３ － ４ ２ ６ 号 公 報 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
献 立 メ ニ ュ ー を 考 え て い て 、 ジ ャ ー 炊 飯 器 の 内 釜 内 部 に 残 っ て い る 御 飯 を 利 用 し た メ ニ ュ
ー に し よ う と 思 い 立 っ た 時 な ど 、 ど う し て も ど の 程 度 御 飯 が 残 っ て い た か を 確 認 す る 必 要
が 出 て く る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
し か し な が ら 、 前 述 し た よ う に 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 従 来 の ジ ャ ー 炊 飯 器 は 、 御

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-236897 A 2004.8.26



飯 の 量 を 重 量 セ ン サ で 測 定 し て 、 保 温 動 作 に 利 用 す る だ け で 、 ど の 程 度 御 飯 が 残 っ て い る
か を 知 る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る 従 来 の ジ ャ ー 炊 飯 器 は 、 御 飯 の 有 無 を 判 定 す る 残 御 飯
判 定 手 段 を 設 け 、 内 釜 内 部 に 御 飯 が 残 っ て い る 場 合 に は 、 携 帯 電 話 等 の 外 部 操 作 手 段 に 対
し て 御 飯 の 残 量 を 「 残 飯 あ り 」 と 示 す も の な の で 、 次 の よ う な 欠 点 が あ る 。 第 一 に 、 御 飯
の 残 量 を 表 示 す る 場 所 は ジ ャ ー 炊 飯 器 本 体 で は な い た め 、 本 体 の 表 示 部 で は 確 認 で き ず 、
第 二 に 、 御 飯 の 残 量 を 確 認 す る に は 携 帯 電 話 等 の 外 部 操 作 手 段 に お け る 操 作 が 必 要 で あ る
た め 、 操 作 が 面 倒 で あ り 、 第 三 に 、 外 部 操 作 手 段 に 表 示 さ れ る 御 飯 の 残 量 の 表 示 内 容 は 「
残 飯 あ り 」 で あ る た め 、 御 飯 の 残 量 が ど の 程 度 な の か 分 ら な い も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る 従 来 の ジ ャ ー 炊 飯 器 は 、 さ ら に 、 ジ ャ ー 炊 飯 器 本 体 の 表
示 部 に 貯 米 部 の 米 の 残 量 を 「 あ と １ 合 」 の よ う に 表 示 す る 構 成 も 有 し て い る が 、 内 釜 内 部
の 御 飯 の 残 量 を 表 示 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
以 上 の よ う に 、 従 来 の ジ ャ ー 炊 飯 器 に お い て は 、 本 体 の み で 内 釜 内 部 の 御 飯 の 残 量 を 機 械
的 に 確 認 す る 方 法 は 見 当 た ら な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
よ っ て 、 ジ ャ ー 炊 飯 器 の 内 釜 内 部 の 御 飯 の 残 量 を 確 認 す る に は 、 フ タ を 開 け て 目 視 に て お
お よ そ の 分 量 を 確 認 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
御 飯 の 残 量 を 確 認 す る た め に 、 炊 飯 後 の 保 温 動 作 中 に フ タ を 開 け れ ば 、 保 温 動 作 に よ っ て
所 定 の 温 度 に 保 た れ て い る 内 釜 内 部 の 暖 め ら れ た 空 気 が 、 外 部 へ 放 出 さ れ て し ま う と 共 に
、 外 部 の 冷 え た 空 気 が 内 釜 内 部 に 進 入 し 、 内 釜 内 部 の 温 度 が 低 下 し て し ま う 。 そ こ で 、 低
下 し た 内 釜 内 部 の 温 度 を 所 定 の 温 度 に 戻 す た め に 余 分 に 電 力 が 必 要 と な り 、 無 駄 に 電 力 を
消 費 し て し ま う こ と に も な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 目 視 に 頼 っ て 内 釜 内 部 の 御 飯 の 残 量 を 判 定 す る と 、 量 を 誤 判 定 す る こ と に な り 、 献
立 メ ニ ュ ー を 作 っ て い る 途 中 で 御 飯 の 残 量 が 思 っ た 分 量 よ り も 多 か っ た 、 ま た は 、 少 な か
っ た と い う 失 敗 に つ な が り や す い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 は 、 前 記 不 具 合 を 解 決 す る も の で あ り 、 ジ ャ ー 炊 飯 器 の フ タ を 開 け る こ と な く 御 飯
の 残 量 を 精 度 良 く 、 且 つ 直 感 的 に 確 認 出 来 る 使 い 勝 手 の 良 い ジ ャ ー 炊 飯 器 を 提 供 す る こ と
を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 本 体 に 収 納 さ れ る 内 釜 を 備 え
、 本 体 前 部 ま た は 上 部 ま た は 側 部 に 、 炊 飯 開 始 な ど を 指 示 す る キ ー を 有 す る 操 作 部 や 動 作
状 況 及 び 時 刻 計 時 な ど の 情 報 を 表 示 す る 表 示 部 を 搭 載 し た 操 作 表 示 パ ネ ル を 備 え 、 本 体 内
部 に 、 前 記 内 釜 を 加 熱 す る 加 熱 部 と 、 前 記 内 釜 の 質 量 情 報 を 検 出 す る 質 量 セ ン サ と 、 こ の
質 量 セ ン サ か ら 出 力 さ れ る 質 量 情 報 を 質 量 デ ー タ に 変 換 す る 質 量 測 定 手 段 と 、 こ の 質 量 測
定 手 段 の 出 力 す る 質 量 デ ー タ に 基 づ い て 前 記 内 釜 内 部 に 有 る 御 飯 の 残 量 を 算 出 す る 残 量 算
出 手 段 と 、 こ れ ら を 制 御 す る 制 御 部 と を 備 え た ジ ャ ー 炊 飯 器 に お い て 、 前 記 制 御 部 は 前 記
残 量 算 出 手 段 に よ り 算 出 さ れ た 御 飯 の 残 量 を 通 常 使 用 さ れ る 所 定 の 分 量 で 区 分 し 、 前 記 表
示 部 は こ の 区 分 し た 結 果 を 絵 記 号 等 で 表 示 す る 残 量 表 示 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 は 、 前 述 の よ う に 、 本 体 に 収 納 さ れ る 内 釜 を 備 え 、 本 体 前 部 ま た は 上 部 ま た は 側 部
に 、 炊 飯 開 始 な ど を 指 示 す る キ ー を 有 す る 操 作 部 や 動 作 状 況 及 び 時 刻 計 時 な ど の 情 報 を 表
示 す る 表 示 部 を 搭 載 し た 操 作 表 示 パ ネ ル を 備 え 、 本 体 内 部 に 、 前 記 内 釜 を 加 熱 す る 加 熱 部
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と 、 前 記 内 釜 の 質 量 情 報 を 検 出 す る 質 量 セ ン サ と 、 こ の 質 量 セ ン サ か ら 出 力 さ れ る 質 量 情
報 を 質 量 デ ー タ に 変 換 す る 質 量 測 定 手 段 と 、 こ の 質 量 測 定 手 段 の 出 力 す る 質 量 デ ー タ に 基
づ い て 前 記 内 釜 内 部 に 有 る 御 飯 の 残 量 を 算 出 す る 残 量 算 出 手 段 と 、 こ れ ら を 制 御 す る 制 御
部 と を 備 え た ジ ャ ー 炊 飯 器 に お い て 、 前 記 制 御 部 は 前 記 残 量 算 出 手 段 に よ り 算 出 さ れ た 御
飯 の 残 量 を 通 常 使 用 さ れ る 所 定 の 分 量 で 区 分 し 、 前 記 表 示 部 は こ の 区 分 し た 結 果 を 絵 記 号
等 で 表 示 す る 残 量 表 示 を 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ れ に よ り 、 ジ ャ ー 炊 飯 器 の フ タ を 開 け る こ と な く 御 飯 の 残 量 を 精 度 良 く 、 且 つ 直 感 的 に
確 認 出 来 る 使 い 勝 手 の 良 い ジ ャ ー 炊 飯 器 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
さ ら に 、 前 記 表 示 部 は 、 保 温 動 作 中 に 前 記 残 量 表 示 を 行 い 、 且 つ 炊 飯 ・ 保 温 動 作 を 行 っ て
お ら ず 電 源 コ ン セ ン ト を 商 用 電 源 に 接 続 し て い る だ け の 状 態 に あ っ て も 、 操 作 部 内 の 所 定
の キ ー を 操 作 す る こ と に よ り 前 記 残 量 表 示 を 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ れ に よ り 、 保 温 動 作 中 だ け で な く 、 炊 飯 ・ 保 温 動 作 を 行 っ て お ら ず 電 源 コ ン セ ン ト を 商
用 電 源 の 接 続 し て い る だ け の 状 態 に お い て も 、 フ タ を 開 け ず に 簡 単 な 操 作 で 、 御 飯 の 残 量
を 直 感 的 に 確 認 す る こ と の 出 来 る 使 い 勝 手 の 良 い ジ ャ ー 炊 飯 器 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 例 の ジ
ャ ー 炊 飯 器 の 断 面 図 で あ り 、 図 ２ は 本 発 明 の 一 実 施 例 の ジ ャ ー 炊 飯 器 の 全 体 ブ ロ ッ ク 図 、
図 ３ は 本 発 明 の 一 実 施 例 の ジ ャ ー 炊 飯 器 の 残 量 表 示 処 理 の フ ロ ー チ ャ ー ト 、 図 ４ は 本 発 明
の 一 実 施 例 の ジ ャ ー 炊 飯 器 の 表 示 部 の 表 示 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 １ お よ び 図 ２ に お い て 、 １ は ジ ャ ー 炊 飯 器 の 本 体 で 、 上 部 に 開 口 部 分 が あ り ほ ぼ 筒 状 の
形 を し て い る 。 ２ は 内 釜 で 、 本 体 １ に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ 、 米 と 水 が 中 に 入 れ ら れ て 炊 飯
さ れ 、 そ の 後 御 飯 が 保 存 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
３ は フ タ で 、 本 体 １ に 開 閉 自 在 に 取 り 付 け ら れ 、 本 体 １ お よ び 内 釜 ２ の 上 部 開 口 部 分 を 覆
う 。 ４ は 補 助 加 熱 部 で 、 フ タ ３ 内 部 に 内 釜 ２ と 対 向 す る よ う に 設 け ら れ 、 炊 飯 に よ っ て 発
生 す る 水 滴 の 除 去 用 等 の 加 熱 部 で あ る 。 ５ は 感 温 部 で 、 フ タ ３ 内 部 の 補 助 加 熱 部 ４ に 近 接
し て 設 け ら れ 、 周 囲 の 温 度 を 検 出 す る 。 ６ は 蒸 気 孔 で 、 フ タ ３ 上 部 に 設 け ら れ 、 内 釜 ２ 内
部 で 発 生 す る 蒸 気 を 外 部 に 逃 が す 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
７ は 操 作 表 示 パ ネ ル で 、 本 体 １ 前 部 に 設 け ら れ 、 次 に 記 す 操 作 部 ８ や 表 示 部 ９ を 搭 載 し て
い る 。 操 作 表 示 パ ネ ル ７ は 、 本 実 施 例 で は 本 体 １ 前 部 に 設 け ら れ て い る が 、 本 体 １ 前 部 ま
た は 上 部 ま た は 側 部 に 設 け れ ば よ い 。 ８ は 操 作 部 で 、 炊 飯 開 始 な ど を 指 示 す る キ ー を 有 し
、 操 作 す る こ と に よ り 後 記 残 量 表 示 ２ ６ を 指 示 す る 所 定 の キ ー を 含 ん で い る 。 ９ は 表 示 部
で 、 液 晶 、 Ｌ Ｅ Ｄ な ど の 表 示 部 品 か ら な り 、 動 作 状 況 及 び 時 刻 計 時 な ど の 情 報 を 表 示 し 、
絵 記 号 等 で 表 示 す る 後 記 残 量 表 示 ２ ６ を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
１ ０ は 加 熱 部 で 、 本 体 １ 内 部 、 通 常 、 収 納 さ れ た 内 釜 ２ の 下 方 に 設 け ら れ 、 内 釜 ２ を 加 熱
す る 。 １ １ は 質 量 セ ン サ で 、 本 体 １ 内 部 に 設 け ら れ 、 内 釜 ２ の 質 量 情 報 を 検 出 し 出 力 す る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
１ ２ は 制 御 部 で 、 本 体 １ 内 部 に 設 け ら れ 、 加 熱 部 １ ０ 、 操 作 表 示 パ ネ ル ７ 、 そ の 他 を 制 御
し 、 次 に 記 す 各 手 段 等 を 含 ん で い る 。 ま た 、 制 御 部 １ ２ は 後 記 残 量 算 出 手 段 ２ ５ に よ り 算
出 さ れ た 御 飯 の 残 量 を 通 常 使 用 さ れ る 所 定 の 分 量 で 区 分 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
１ ３ 、 １ ４ は 通 電 手 段 で 、 制 御 部 １ ２ 内 に 設 け ら れ 、 通 電 手 段 １ ３ は 加 熱 部 １ ０ へ 通 電 し
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、 通 電 手 段 １ ４ は 補 助 加 熱 部 ４ へ 通 電 す る 。 １ ５ は ア ナ ロ グ ／ デ ジ タ ル 変 換 回 路 （ 以 下 、
Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 と い う 。 ） で 、 制 御 部 １ ２ 内 に 設 け ら れ 、 質 量 セ ン サ １ １ か ら 出 力 さ れ る
ア ナ ロ グ の 質 量 情 報 を デ ジ タ ル 値 に 変 換 し 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
１ ６ は 質 量 測 定 手 段 で 、 制 御 部 １ ２ 内 に 設 け ら れ 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 １ ５ を 介 し て 質 量 セ ン
サ １ １ か ら 出 力 さ れ る 質 量 情 報 を 質 量 デ ー タ に 変 換 し 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
１ ７ は 読 み 出 し 専 用 メ モ リ （ 以 下 、 Ｒ Ｏ Ｍ と い う 。 ） で 、 制 御 部 １ ２ 内 に 設 け ら れ 、 次 に
記 す 各 質 量 デ ー タ を 含 ん で い る 。 １ ８ は 内 釜 の み 質 量 デ ー タ で 、 Ｒ Ｏ Ｍ １ ７ エ リ ア に 記 憶
さ れ 、 御 飯 を 含 ま な い 内 釜 ２ の み の 質 量 デ ー タ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
１ ９ は １ 杯 相 当 質 量 デ ー タ で 、 Ｒ Ｏ Ｍ １ ７ エ リ ア に 記 憶 さ れ 、 通 常 使 用 さ れ る 所 定 の 分 量
の １ 単 位 分 の デ ー タ で 、 こ こ で は 茶 碗 １ 杯 分 に 相 当 す る 。 ２ ０ は ２ 杯 相 当 質 量 デ ー タ で 、
Ｒ Ｏ Ｍ １ ７ エ リ ア に 記 憶 さ れ 、 通 常 使 用 さ れ る 所 定 の 分 量 の ２ 単 位 分 の デ ー タ で 、 こ こ で
は 茶 碗 ２ 杯 分 に 相 当 す る 。 ２ １ は ３ 杯 相 当 質 量 デ ー タ で 、 Ｒ Ｏ Ｍ １ ７ エ リ ア に 記 憶 さ れ 、
通 常 使 用 さ れ る 所 定 の 分 量 の ３ 単 位 分 の デ ー タ で 、 こ こ で は 茶 碗 ３ 杯 分 に 相 当 す る 。 ２ ２
は ４ 杯 相 当 質 量 デ ー タ で 、 Ｒ Ｏ Ｍ １ ７ エ リ ア に 記 憶 さ れ 、 通 常 使 用 さ れ る 所 定 の 分 量 の ４
単 位 分 の デ ー タ で 、 こ こ で は 茶 碗 ４ 杯 分 に 相 当 す る 。 ２ ３ は ５ 杯 相 当 質 量 デ ー タ で 、 Ｒ Ｏ
Ｍ １ ７ エ リ ア に 記 憶 さ れ 、 通 常 使 用 さ れ る 所 定 の 分 量 の ５ 単 位 分 の デ ー タ で 、 こ こ で は 茶
碗 ５ 杯 分 に 相 当 す る 。 ２ ４ は ６ 杯 相 当 質 量 デ ー タ で 、 Ｒ Ｏ Ｍ １ ７ エ リ ア に 記 憶 さ れ 、 通 常
使 用 さ れ る 所 定 の 分 量 の ６ 単 位 分 の デ ー タ で 、 こ こ で は 茶 碗 ６ 杯 分 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
２ ５ は 残 量 算 出 手 段 で 、 制 御 部 １ ２ 内 に 設 け ら れ 、 質 量 測 定 手 段 １ ６ の 出 力 す る 質 量 デ ー
タ に 基 づ い て 内 釜 ２ 内 部 に 有 る 御 飯 の 残 量 を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
尚 、 前 記 制 御 部 １ ２ は マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ で 形 成 し 、 通 電 手 段 １ ３ 、 通 電 手 段 １ ４ 、 Ａ
／ Ｄ 変 換 回 路 １ ５ 、 質 量 測 定 手 段 １ ６ 、 残 量 算 出 手 段 ２ ５ 等 は 制 御 部 １ ２ の 外 部 で 形 成 し
て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
以 上 の 構 成 に お い て 、 先 ず 、 本 実 施 例 の 炊 飯 ・ 保 温 動 作 を 説 明 す る 。
使 用 者 が 内 釜 ２ 内 に 適 量 の 米 と 水 を 入 れ 、 操 作 表 示 パ ネ ル ７ の 操 作 部 ８ 内 の 炊 飯 動 作 を 指
示 す る キ ー を 操 作 す る と 、 こ の 情 報 が 操 作 部 ８ か ら 制 御 部 １ ２ に 入 力 さ れ る 。 制 御 部 １ ２
は 入 力 さ れ た 前 記 情 報 に 基 づ き 、 通 電 手 段 １ ３ お よ び 通 電 手 段 １ ４ に 指 示 を 出 し 、 通 電 手
段 １ ３ お よ び 通 電 手 段 １ ４ は そ れ ぞ れ 加 熱 部 １ ０ お よ び 補 助 加 熱 部 ４ へ の 通 電 を 開 始 し 、
炊 飯 動 作 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
制 御 部 １ ２ は 、 炊 飯 動 作 の 各 工 程 に 応 じ 、 通 電 手 段 １ ３ お よ び 通 電 手 段 １ ４ を 経 由 し て 加
熱 部 １ ０ お よ び 補 助 加 熱 部 ４ へ の 通 電 制 御 を 行 い 、 表 示 部 ９ へ の 表 示 情 報 を 制 御 し 、 全 工
程 を 経 て 炊 飯 動 作 が 終 了 す る と 、 通 電 手 段 １ ３ 、 通 電 手 段 １ ４ に 通 電 停 止 の 指 示 を 出 し 、
加 熱 部 １ ０ お よ び 補 助 加 熱 部 ４ へ の 通 電 が 一 度 停 止 さ れ 、 炊 飯 動 作 か ら 保 温 動 作 へ 遷 移 す
る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
制 御 部 １ ２ は 、 保 温 動 作 中 に は 通 電 手 段 １ ３ お よ び 通 電 手 段 １ ４ に 所 定 の 指 示 を 出 し 、 加
熱 部 １ ０ お よ び 補 助 加 熱 部 ４ へ 通 電 率 を 下 げ て 通 電 し 、 通 常 一 定 時 間 後 保 温 動 作 を 終 了 す
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
次 に 、 残 量 表 示 の 動 作 を 図 ３ お よ び 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。
尚 、 図 ４ に お い て 、 ２ ６ は 残 量 表 示 で 、 表 示 部 ９ の 中 に ６ 個 の 絵 記 号 等 で 構 成 さ れ る 。 こ
の 残 量 表 示 ２ ６ の 絵 記 号 等 は 、 茶 碗 を 模 し た 絵 記 号 （ 茶 碗 記 号 ） を ５ 個 と ［ 多 い ］ と い う
文 字 を 含 ん だ 絵 で 構 成 し て い る 。 図 ４ に 示 す 表 示 部 ９ の 表 示 例 は 、 前 記 残 量 表 示 ２ ６ と 時
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刻 を 表 示 し て い る 場 合 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
保 温 動 作 中 で あ れ ば （ 図 ３ の ス テ ッ プ １ に お い て 、 Ｙ Ｅ Ｓ の 場 合 ） 、 質 量 セ ン サ １ １ か ら
出 力 さ れ る ア ナ ロ グ の 内 釜 ２ の 質 量 情 報 が Ａ ／ Ｄ 変 換 手 段 １ ５ に よ り デ ジ タ ル 値 に 変 換 さ
れ 、 さ ら に 、 質 量 測 定 手 段 １ ６ に よ り 質 量 デ ー タ に 変 換 さ れ る （ 図 ３ の ス テ ッ プ ２ ） 。 こ
の 質 量 デ ー タ は 内 釜 ２ の み の 質 量 と 、 内 釜 ２ 内 部 の 御 飯 の 残 量 の 合 計 で あ る の で 、 制 御 部
１ ２ は Ｒ Ｏ Ｍ １ ７ エ リ ア に 記 録 し て あ る 内 釜 の み 質 量 デ ー タ １ ８ を 読 み 取 り 、 こ れ を 引 き
算 す る 。 こ れ に よ り 、 内 釜 ２ 内 の 御 飯 の 残 量 を 得 る こ と が 出 来 る （ 図 ３ の ス テ ッ プ ３ ） 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
続 い て 、 制 御 部 １ ２ は 、 Ｒ Ｏ Ｍ １ ７ エ リ ア に 記 録 し て あ る ６ 杯 相 当 質 量 デ ー タ ２ ４ を 読 み
取 り 、 御 飯 の 残 量 と 比 較 し （ 図 ３ の ス テ ッ プ ４ ） 、 御 飯 の 残 量 が ６ 杯 相 当 質 量 以 上 （ 図 ３
の ス テ ッ プ ４ に お い て 、 Ｙ Ｅ Ｓ ） の 場 合 に は 、 残 量 表 示 ２ ６ の 絵 記 号 等 を 全 部 点 灯 す る （
図 ３ の ス テ ッ プ ５ 、 お よ び 図 ４ （ ａ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
御 飯 の 残 量 が ６ 杯 相 当 質 量 未 満 （ 図 ３ の ス テ ッ プ ４ に お い て 、 Ｎ Ｏ ） の 場 合 に は 、 制 御 部
１ ２ は Ｒ Ｏ Ｍ １ ７ エ リ ア に 記 録 し て あ る ５ 杯 相 当 質 量 デ ー タ ２ ３ を 読 み 取 り 、 御 飯 の 残 量
と 比 較 し （ 図 ３ の ス テ ッ プ ６ ） 、 御 飯 の 残 量 が ５ 杯 相 当 質 量 以 上 （ 図 ３ の ス テ ッ プ ６ に お
い て 、 Ｙ Ｅ Ｓ ） の 場 合 、 残 量 表 示 ２ ６ の 絵 記 号 等 の 中 の 茶 碗 記 号 を ５ 個 点 灯 す る （ 図 ３ の
ス テ ッ プ ７ 、 お よ び 図 ４ （ ｂ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
御 飯 の 残 量 が ５ 杯 相 当 質 量 未 満 （ 図 ３ の ス テ ッ プ ６ に お い て 、 Ｎ Ｏ ） の 場 合 に は 、 制 御 部
１ ２ は Ｒ Ｏ Ｍ １ ７ エ リ ア に 記 録 し て あ る ４ 杯 相 当 質 量 デ ー タ ２ ２ を 読 み 取 り 、 御 飯 の 残 量
と 比 較 し （ 図 ３ の ス テ ッ プ ８ ） 、 御 飯 の 残 量 が ４ 杯 相 当 質 量 以 上 （ 図 ３ の ス テ ッ プ ８ に お
い て 、 Ｙ Ｅ Ｓ ） の 場 合 、 残 量 表 示 ２ ６ の 絵 記 号 等 の 中 の 茶 碗 記 号 を ４ 個 点 灯 す る （ 図 ３ の
ス テ ッ プ ９ ） 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
御 飯 の 残 量 が ４ 杯 相 当 質 量 未 満 （ 図 ３ の ス テ ッ プ ８ に お い て 、 Ｎ Ｏ ） の 場 合 に は 、 制 御 部
１ ２ は Ｒ Ｏ Ｍ １ ７ エ リ ア に 記 録 し て あ る ３ 杯 相 当 質 量 デ ー タ ２ １ を 読 み 取 り 、 御 飯 の 残 量
と 比 較 し （ 図 ３ の ス テ ッ プ １ ０ ） 、 御 飯 の 残 量 が ３ 杯 相 当 質 量 以 上 （ 図 ３ の ス テ ッ プ １ ０
に お い て 、 Ｙ Ｅ Ｓ ） の 場 合 、 残 量 表 示 ２ ６ の 絵 記 号 等 の 中 の 茶 碗 記 号 を ３ 個 点 灯 す る （ 図
３ の ス テ ッ プ １ １ 、 お よ び 図 ４ （ ｃ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ １ 】
御 飯 の 残 量 が ３ 杯 相 当 質 量 未 満 （ 図 ３ の ス テ ッ プ １ ０ に お い て 、 Ｎ Ｏ ） の 場 合 に は 、 制 御
部 １ ２ は Ｒ Ｏ Ｍ １ ７ エ リ ア に 記 録 し て あ る ２ 杯 相 当 質 量 デ ー タ ２ ０ を 読 み 取 り 、 御 飯 の 残
量 と 比 較 し （ 図 ３ の ス テ ッ プ １ ２ ） 、 御 飯 の 残 量 が ２ 杯 相 当 質 量 以 上 （ 図 ３ の ス テ ッ プ １
２ に お い て 、 Ｙ Ｅ Ｓ ） の 場 合 、 残 量 表 示 ２ ６ の 絵 記 号 等 の 中 の 茶 碗 記 号 を ２ 個 点 灯 す る （
図 ３ の ス テ ッ プ １ ３ ） 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
御 飯 の 残 量 が ２ 杯 相 当 質 量 未 満 （ 図 ３ の ス テ ッ プ １ ２ に お い て 、 Ｎ Ｏ ） の 場 合 に は 、 制 御
部 １ ２ は Ｒ Ｏ Ｍ １ ７ エ リ ア に 記 録 し て あ る １ 杯 相 当 質 量 デ ー タ １ ９ を 読 み 取 り 、 御 飯 の 残
量 と 比 較 し （ 図 ３ の ス テ ッ プ １ ４ ） 、 御 飯 の 残 量 が １ 杯 相 当 質 量 以 上 （ 図 ３ の ス テ ッ プ １
４ に お い て 、 Ｙ Ｅ Ｓ ） の 場 合 、 残 量 表 示 ２ ６ の 絵 記 号 等 の 中 の 茶 碗 記 号 を １ 個 点 灯 す る （
図 ３ の ス テ ッ プ １ ４ 、 お よ び 図 ４ （ ｄ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
御 飯 の 残 量 が １ 杯 相 当 質 量 未 満 （ 図 ３ の ス テ ッ プ １ ４ に お い て 、 Ｎ Ｏ ） の 場 合 に は 、 制 御
部 １ ２ は 残 量 表 示 ２ ６ を 全 て 消 灯 し （ 図 ３ の ス テ ッ プ １ ６ ） 、 残 量 表 示 処 理 が 終 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
図 ４ の 表 示 部 ９ の 残 量 表 示 例 で は 、 直 感 的 に 分 量 を 理 解 可 能 な 絵 記 号 と し て 、 御 飯 を 食 べ
る と き に 日 常 よ く 使 用 す る 茶 碗 を 模 し た 絵 記 号 を 用 い た 例 を 示 し て い る 。 こ の 絵 記 号 は 液
晶 、 Ｌ Ｅ Ｄ な ど を 利 用 し て 作 成 し た も の で あ る 。
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【 ０ ０ ４ ５ 】
尚 、 絵 記 号 は 茶 碗 を 模 し た も の に 限 ら ず 、 カ ッ プ 、 ど ん ぶ り 等 を 模 し た 他 の 絵 記 号 を 用 い
て も よ く 、 絵 記 号 等 の 数 も ６ 個 に 限 ら ず 、 製 品 仕 様 等 に 応 じ て 決 め れ ば よ い 。 要 は 直 感 的
に 分 量 が 理 解 可 能 な も の で あ れ ば よ い 。 残 量 表 示 ２ ６ を 絵 記 号 で な く 、 １ 杯 、 ２ 杯 な ど 、
数 字 を 組 み 合 わ せ た も の と す る こ と も 考 え ら れ る が 、 表 示 面 積 が 小 さ く て 済 む と い う 長 所
が あ る 、 一 方 、 直 感 的 に は 理 解 で き な い と い う 短 所 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
図 ４ に 示 し た 例 に お い て は 、 ジ ャ ー 炊 飯 器 で 一 度 に 炊 飯 し た 御 飯 の 残 量 の 全 て を 茶 碗 記 号
の 数 で 表 示 す る の は 、 ジ ャ ー 炊 飯 器 の 表 示 部 ９ の 限 ら れ た 面 積 で は 不 可 能 な の で 、 茶 碗 ６
杯 以 上 の 分 量 を 示 す 記 号 （ 図 の ［ 多 い ］ ） を 準 備 し た 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
さ ら に 、 炊 飯 ・ 保 温 動 作 を 行 っ て お ら ず 電 源 コ ン セ ン ト を 商 用 電 源 に 接 続 し て い る だ け の
状 態 で 、 内 釜 ２ 内 部 に 御 飯 が 残 っ て い る 場 面 に お い て 、 御 飯 の 残 量 を 知 り た い 場 合 は 、 操
作 部 ８ 内 の 所 定 の キ ー を 操 作 す る こ と に よ り 、 表 示 部 ９ は 前 記 と 同 じ く 残 量 表 示 処 理 を 行
う 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
こ の 動 作 を 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。
保 温 動 作 中 で な け れ ば （ 図 ３ の ス テ ッ プ １ に お い て 、 Ｎ Ｏ の 場 合 ） 、 制 御 部 １ ２ は 操 作 部
８ 内 の 所 定 の キ ー （ こ こ で は 残 量 表 示 キ ー と す る 。 ） が 操 作 さ れ た か 否 か を 判 定 し （ 図 ３
の ス テ ッ プ １ ７ ） 、 残 量 表 示 キ ー が 操 作 さ れ な け れ ば （ 図 ３ の ス テ ッ プ １ ７ に お い て 、 Ｎ
Ｏ ） 、 操 作 さ れ る ま で 待 ち 、 操 作 さ れ れ ば （ 図 ３ の ス テ ッ プ １ ７ に お い て 、 Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 炊
飯 中 か 否 か を 判 定 す る （ 図 ３ の ス テ ッ プ １ ８ ） 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
炊 飯 中 で あ れ ば （ 図 ３ の ス テ ッ プ １ ８ に お い て 、 Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 残 量 表 示 キ ー の 操 作 判 定 処 理
（ 図 ３ の ス テ ッ プ １ ７ ） へ 戻 る 。 炊 飯 中 で な け れ ば （ 図 ３ の ス テ ッ プ １ ８ に お い て 、 Ｎ Ｏ
） 、 質 量 デ ー タ 検 出 処 理 （ 図 ３ の ス テ ッ プ ２ ） に 遷 移 す る 。 こ れ 以 降 は 前 記 保 温 中 の 残 量
表 示 の 動 作 と 同 じ な の で 説 明 は 割 愛 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
つ ま り 、 保 温 動 作 終 了 後 に お い て も 、 フ タ ３ を 開 け ず に 簡 単 な 操 作 で 、 御 飯 の 残 量 を 直 感
的 に 確 認 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 述 べ た よ う に 、 本 発 明 の ジ ャ ー 炊 飯 器 に よ れ ば 、 本 体 に 収 納 さ れ る 内 釜 を 備 え 、 本 体
前 部 ま た は 上 部 ま た は 側 部 に 、 炊 飯 開 始 な ど を 指 示 す る キ ー を 有 す る 操 作 部 や 動 作 状 況 及
び 時 刻 計 時 な ど の 情 報 を 表 示 す る 表 示 部 を 搭 載 し た 操 作 表 示 パ ネ ル を 備 え 、 本 体 内 部 に 、
前 記 内 釜 を 加 熱 す る 加 熱 部 と 、 前 記 内 釜 の 質 量 情 報 を 検 出 す る 質 量 セ ン サ と 、 こ の 質 量 セ
ン サ か ら 出 力 さ れ る 質 量 情 報 を 質 量 デ ー タ に 変 換 す る 質 量 測 定 手 段 と 、 こ の 質 量 測 定 手 段
の 出 力 す る 質 量 デ ー タ に 基 づ い て 前 記 内 釜 内 部 に 有 る 御 飯 の 残 量 を 算 出 す る 残 量 算 出 手 段
と 、 こ れ ら を 制 御 す る 制 御 部 と を 備 え た ジ ャ ー 炊 飯 器 に お い て 、 前 記 制 御 部 は 前 記 残 量 算
出 手 段 に よ り 算 出 さ れ た 御 飯 の 残 量 を 通 常 使 用 さ れ る 所 定 の 分 量 で 区 分 し 、 前 記 表 示 部 は
こ の 区 分 し た 結 果 を 絵 記 号 等 で 表 示 す る 残 量 表 示 を 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
こ れ に よ り 、 ジ ャ ー 炊 飯 器 の フ タ を 開 け る こ と な く 御 飯 の 残 量 を 精 度 良 く 、 且 つ 直 感 的 に
確 認 出 来 る 使 い 勝 手 の 良 い ジ ャ ー 炊 飯 器 を 提 供 で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
ジ ャ ー 炊 飯 器 の フ タ を 開 け る こ と な く 御 飯 の 残 量 を 確 認 で き る の で 、 保 温 動 作 中 に お い て
は 内 釜 内 部 の 熱 を 外 部 に 漏 ら す こ と が な く 、 無 駄 な 電 力 を 消 費 す る こ と も な い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
さ ら に 、 前 記 表 示 部 は 、 保 温 動 作 中 に 前 記 残 量 表 示 を 行 い 、 且 つ 炊 飯 ・ 保 温 動 作 を 行 っ て
お ら ず 電 源 コ ン セ ン ト を 商 用 電 源 に 接 続 し て い る だ け の 状 態 に あ っ て も 、 操 作 部 内 の 所 定
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の キ ー を 操 作 す る こ と に よ り 前 記 残 量 表 示 を 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
こ れ に よ り 、 保 温 動 作 中 だ け で な く 、 炊 飯 ・ 保 温 動 作 を 行 っ て お ら ず 電 源 コ ン セ ン ト を 商
用 電 源 の 接 続 し て い る だ け の 状 態 に お い て も 、 フ タ を 開 け ず に 簡 単 な 操 作 で 、 御 飯 の 残 量
を 直 感 的 に 確 認 す る こ と の 出 来 る 使 い 勝 手 の 良 い ジ ャ ー 炊 飯 器 を 提 供 で き る と い う 効 果 を
奏 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 の ジ ャ ー 炊 飯 器 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 の ジ ャ ー 炊 飯 器 の 全 体 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 の ジ ャ ー 炊 飯 器 の 残 量 表 示 処 理 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 の ジ ャ ー 炊 飯 器 の 表 示 部 の 表 示 例 を 示 す 図 で あ り 、 同 図 （ ａ ）
は 残 量 表 示 全 点 灯 の 場 合 、 同 図 （ ｂ ） は 残 量 表 示 ５ 個 点 灯 の 場 合 、 同 図 （ ｃ ） は 残 量 表 示
３ 個 点 灯 の 場 合 、 同 図 （ ｄ ） は 残 量 表 示 １ 個 点 灯 の 場 合 を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 本 体
２ 　 内 釜
７ 　 操 作 表 示 パ ネ ル
８ 　 操 作 部
９ 　 表 示 部
１ ０ 　 加 熱 部
１ １ 　 質 量 セ ン サ
１ ２ 　 制 御 部
１ ６ 　 質 量 測 定 手 段
２ ５ 　 残 量 算 出 手 段
２ ６ 　 残 量 表 示
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(9) JP 2004-236897 A 2004.8.26


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

